東京 ジャ ー ミ 


イ 金 曜日 の ホ タ バ 


6 16 日 


イス ラプ フーム に 


お ける 人 間 の 価値 





ムスリム の 皆様 。 崇高 な る アッ ラー は 、 他 の 
どの 被 造物 に も お 与え に な られ な か っ た 特長 と 能 
力 を 、 恵 み と し て 人 間 に 与 えら れ ま し た 。 さらに 
被 造物 の 多く に 、 人 間 へ の 奉仕 を させ られ まし た 。 
崇高 な る アッ ラー は 、 ご 自身 が これ ほど の 恵み と 
能力 を お 与え に な られ た 人 間 か ら 、 信 仰 と イ バ ー 
ダ と 感謝 を 求め て お られ ます 。 

人 間 の 人 準 れ は 、 祭 高 な ちる アッ ラー を 知り 信仰 
する こと に 結び 付け られ た も の で あり 、 人 間 の 価 
値 は せ 、 ア ッ ラ ー に イ バ ー ダ を する こと に 結び 付け 
られ る も の で す 。 なぜなら 、 ア デッラ ー は 、 人 間 の 
うち 最も 優れ 、 最 も 尊い 者 に つい て 、 部 屋 章 第 1 
3 節 に お いて 「 人 びと よ 、 
われ は 一 人 の 男 と 一 人 の 
女 か ら あ な た が た を 創り 、 
種族 と 部 族 に 分 けた 。 こ 
れ は あな た が た を 、 互 い 
に 知り 合う よう に させ る 
た めで ある 。 ア デッラ ー の 
御 許 で 最も 吐い 者 は 、 あ 
な た が た の 中 最も 主 を 明 
れる 者 で ある 。 本当 に ア 

ー は 、 全 知 に し て 過 
ゆる こと に 通 暁 な され 
る 。」 と 仰せ られ て お られ る か ら で す 。 

つま り 、 人 間 は 皆 、 聖 アー ダム と 聖 ハ ヴァ に 
連なる も の で ある と いう 面 か ら 、 同 等 で あり 、 氏 
族 を 誇る の は 無 意 味 な こと で す 。 真 の 優位 さと は 
アッ ラー へ の 長居 に よる も の な の で す 。 だ か ら イ 
スラ ー ム は 、 人 間 の 肌 の 色 、 言 葉 、 人 種 、 種 族 、 
部 族 、 財 産 、 地 位 な ど に は 重き を 置か な い の で す 。 
人 々 の 行為 、 信 仰 実践 に 重き を 置き 、 そ れ に 応じ 
て 人 の 価値 が 定まる の で す 。 識別 章 第 7 7 節 で は 
次 の よう に 仰せ られ て お られ ます 。 

「 (不信 者 に ) 言っ て や る が いい 。 「 あ な た 
が た が わた し の 主 に 祈 ら な いな ら 、 か れ は あな た 
が た を 、 構 っ て 下さ ら な いで あろ う 。」 

ムスリム の 皆様 。 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 
上 に 平安 あれ ) は 、 あ る 聖 ハ ディ ー ス で 、 次 の よ 
うに お っ し ゃ られ て お られ ます 。 

「 ア ッ ラ ー は あな た 方 の 顔 や 財産 を 見 られ ず 。 





アッ ラー は あな た 方 の 信仰 実践 や 心 を 見 られ 
る 。 」 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人 間 の 価値 は 、 ア 
ッ ラ ー へ の 信仰 心 の 表れ で ある イ バ ー ダ 、 美 徳 、 
そし て 善行 に よっ て 見 極め られ ます 。 これ を 定め 
られ る お 方 は 、 アッ ラー の みな の で す 。 

イス ラー ム の 教え は 、 人 々 を 見 下す こと 、 員 
笑 す る こと 、 悪 を 暗示 させ る よう な 呼び 名 を つけ 
る こと 、 中 傷 す る こと 、 嘘 を 付く こと 、 そ の 他 、 
人 を 周 め る 行動 を 禁じ て いま す 。 部 屋 章 第 1 1 節 
で は 次 の よう に 説 か れん て いま す 。 「 信 仰 す る 者 よ 、 
或 る 者 た ちら に 外 の 者 た ち を 員 笑 させ て は な ら な い 。 
それ ら ( 笑 され た 方 ) が 
か れ ら より も 優れ て いる か 
も 知れ な い 。 女 た ち に も 外 
の 女 た ち を ( 喘 笑 させ て 
は ) な ら な い 。 そ の 女 た ち 
が か の 女 た ち より も 、 優 れ 
て いる か も 知れ な い 。 そ し 
て 互い に 中 傷 し て は な ら な 
い 。 ま た 紳 名 で 、 馬 り 合っ 
て は な ら な い 。 信仰 に 入っ 
た 後 は 、 悪 を 暗 下 する よう 
な 呼 名 は よく な い 。 それで 
も 止め な い 者 は 不義 の 徒 で ある 。」 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 祭 高 な 私 た ちの 
この 教え の 、 こ れ ら の 命令 を 受け て いる 以上 、 
人 々 を 、 地 方 、 地 域 、 色 、 部 族 、 そ の 起源 な ど に 
よっ て 価値 を 区 別 する 権利 は 、 私 た ちら に は な い の 
で す 。 さ ら に 、 圧 倒 的 事態 章 2 2 節 に お いて アッ 
ラー は 、 預 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) 
に 対し て 「 だ か ら あ な た は 訓 戒 し な さい 。 本当に 
あな た は 一 人 の 訓 戒 者 に 外 な ら な い 。」 と 仰せ 
られ て お られ ます 。 つ まり 皆 、 そ の 勘定 を アッ ラ 
ー に 委ね る の で す 。 

今日 の ホ ト バ を 、 夜 の 旅 章 第 8 4 節 で 締め く 
くり た いと 思い ます 。 

「 言 っ て や る が いい 。 「 各 人 は 自分 の 仕方 に 
よっ て 行動 する 。 だ が あな た が た の 主 は 、 誰 が 正 
し く 導 か れ た 者 で ある か を 最も よく 知っ て お られ 
の 9 」 
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